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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クリーンルーム用ワイプ供給用品であって、
　（ａ）密閉式パッケージと、
　（ｂ）前記密閉式パッケージ内の複数のワイプであって、前記複数のワイプはエチレン
無水マレイン酸（ＥＭＡ）による粒子捕獲・保持仕上げがなされており、このエチレン無
水マレイン酸仕上げは基材の重量に対して固体状態で０．０２重量％～２重量％の間の重
量を有するものであり、標準トラップ引裂き法ＡＳＴＭ　Ｄ５５８７：１９９６を使用し
て試験を行った場合、処理による強度寄与（Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏ
ｎ　ｆｒｏｍ　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ）（ポンド）が１０％を超え、且つ、カーボンブラッ
ク捕獲率（Ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｃａｒｂｏｎ　Ｂｌａｃｋ　Ｐｉｃｋ－Ｕｐ）の平均的改善
率が未処理ワイプと比較すると１０％を超えるように構成されている、前記複数のワイプ
と
　を有するワイプ供給用品。
【請求項２】
　請求項１記載のワイプ供給用品において、さらに、
　使用中に前記ワイプから生地が失われるのを防ぐため、各ワイプの周囲に沿って設けら
れた密閉縁部を含むものであるワイプ供給用品。
【請求項３】
　請求項２記載のワイプ供給用品において、さらに、
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　飽和剤を含むものであるワイプ供給用品。
【請求項４】
　請求項３記載のワイプ供給用品において、前記飽和剤は、アルコール類、水、ケトン、
次亜塩素酸塩、過酸化物、抗生物剤（ｂｉｏｓｔａｔｓ）、殺生物剤、潤滑剤、界面活性
剤、およびそれらの混合物から選択されるものであるワイプ供給用品。
【請求項５】
　請求項２記載のワイプ供給用品において、前記複数のワイプは殺菌されているものであ
るワイプ供給用品。
【請求項６】
　請求項５記載のワイプ供給用品において、前記複数のワイプは、実質的に無菌になるま
で放射線が照射されるものであるワイプ供給用品。
【請求項７】
　請求項２記載のワイプ供給用品において、前記複数のワイプは、包装前に洗浄されたク
リーンルーム用であるワイプ供給用品。
【請求項８】
　請求項１記載のワイプ供給用品において、さらに、
　前記密閉式パッケージを取り囲む外袋を含み、使用前に取り外せるようになっているも
のであるワイプ供給用品。
【請求項９】
　請求項１記載のワイプ供給用品において、前記密閉式パッケージは再封可能であるワイ
プ供給用品。
【請求項１０】
　請求項１記載のワイプ供給用品において、前記密閉式パッケージは耐溶剤性であるワイ
プ供給用品。
【請求項１１】
　請求項１記載のワイプ供給用品において、前記密閉式パッケージは、周囲環境と前記複
数のワイプとの間に無菌バリアを形成するものであるワイプ供給用品。
【請求項１２】
　請求項１記載のワイプ供給用品において、前記密閉式パッケージを形成する材料は、ラ
ミネート、フィルム、金属化フィルム、およびそれらの混合物から成る群から選択される
ものであるワイプ供給用品。
【請求項１３】
　粒子捕獲仕上げされた繊維品であって、
　繊維品基材と、
　前記繊維品基材に対して固体状態で０．０２重量％～２重量％の間の重量で適用された
エチレン無水マレイン酸（ＥＭＡ）仕上げと
　を有する繊維品。
【請求項１４】
　請求項１３記載の繊維品において、前記基材は合繊糸から形成されるものである繊維品
。
【請求項１５】
　請求項１４記載の繊維品において、前記合繊糸はポリエステルである繊維品。
【請求項１６】
　請求項１４記載の繊維品において、前記合繊糸は、約３０デニール～約２００デニール
の間である繊維品。
【請求項１７】
　請求項１６記載の繊維品において、前記合繊糸は、約７０デニールである繊維品。
【請求項１８】
　請求項１４記載の繊維品において、前記合繊糸は、風合加工されたものである繊維品。
【請求項１９】
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　請求項１８記載の繊維品において、前記合繊糸は、空気風合加工（ａｉｒ－ｔｅｘｔｕ
ｒｉｚｅｄ）されたものである繊維品。
【請求項２０】
　請求項１９記載の繊維品において、前記合繊糸は、絡み合わないで空気風合加工（ａｉ
ｒ－ｔｅｘｔｕｒｉｚｅｄ）されたものである繊維品。
【請求項２１】
　請求項１３記載の繊維品において、前記基材は、約４０ｇ／ｍ２～約３００ｇ／ｍ２の
間である繊維品。
【請求項２２】
　請求項１３記載の繊維品において、前記基材は、丸編みによって形成されるものである
繊維品。
【請求項２３】
　請求項２２記載の繊維品において、前記丸編みによって形成される前記基材は、包装す
る前に細長く切断されるものである繊維品。
【請求項２４】
　請求項１３記載の繊維品において、前記エチレン無水マレイン酸仕上げは前記基材の表
面に適用されるものである繊維品。
【請求項２５】
　請求項２４記載の繊維品において、前記基材の表面に適用されるエチレン無水マレイン
酸仕上げは、浸漬および詰め込み（ｐａｄｄｉｎｇ）によって適用されるものである繊維
品。
【請求項２６】
　請求項１３記載の繊維品において、前記エチレン無水マレイン酸仕上げは、前記基材の
重量に対して固体状態で０．１重量％～０．５重量％の間の重量を有する繊維品。
【請求項２７】
　請求項１３記載の繊維品において、前記エチレン無水マレイン酸（ＥＭＡ）仕上げは共
重合体である繊維品。
【請求項２８】
　クリーンルーム用ワイプ供給用品であって、
　密閉式パッケージと、
　前記密閉式パッケージ内の複数のワイプであって、（ｉ）基材と、（ｉｉ）前記基材に
対して固体状態で０．０２重量％～２重量％の間の重量で適用されたエチレン無水マレイ
ン酸（ＥＭＡ）仕上げとを含み、トラップ引裂き法ＡＳＴＭ　Ｄ５５８７：１９９６を使
用して試験を行った場合、処理による強度寄与（ポンド）が約１０％を超え、且つ、カー
ボンブラック捕獲率の平均的改善が、未処理ワイプと比較すると約１０％を超えるように
構成されている、前記複数のワイプと、
　各ワイプの周囲に沿って設けられ、使用中に前記ワイプから生地が失われるのを防ぐ密
閉縁部と
　を有するワイプ供給用品。
【請求項２９】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、さらに、
　飽和剤を含むものであるワイプ供給用品。
【請求項３０】
　請求項２９記載のワイプ供給用品において、さらに、
　前記飽和剤は、アルコール類、水、ケトン、次亜塩素酸塩、過酸化物、抗生物剤、殺生
物剤、潤滑剤、界面活性剤、およびそれらの混合物から選択されるものであるワイプ供給
用品。
【請求項３１】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記複数のワイプは殺菌されているもので
ある供給用品。
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【請求項３２】
　請求項３１記載のワイプ供給用品において、前記複数のワイプは、実質的に無菌になる
まで放射線が照射されるものであるワイプ供給用品。
【請求項３３】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記複数のワイプは、包装前に洗浄された
クリーンルーム用であるワイプ供給用品。
【請求項３４】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、さらに、
　前記密閉式パッケージを取り囲む外袋を含み、使用前に取り外せるようになっているも
のであるワイプ供給用品。
【請求項３５】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記密閉式パッケージは再封可能であるワ
イプ供給用品。
【請求項３６】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記密閉式パッケージは耐溶剤性であるワ
イプ供給用品。
【請求項３７】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記密閉式パッケージは、周囲環境と前記
複数のワイプとの間に無菌バリアを形成するものであるワイプ供給用品。
【請求項３８】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記密閉式パッケージを形成する材料は、
ラミネート、フィルム、金属化フィルム、およびこれらの混合物から成る群から選択され
るものであるワイプ供給用品。
【請求項３９】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記基材は、合繊糸から形成されるもので
あるワイプ供給用品。
【請求項４０】
　請求項３９記載のワイプ供給用品において、前記合繊糸はポリエステルであるワイプ供
給用品。
【請求項４１】
　請求項３９記載のワイプ供給用品において、前記合繊糸は、約３０デニール～約２００
デニールの間であるワイプ供給用品。
【請求項４２】
　請求項４１記載のワイプ供給用品において、前記合繊糸は、約７０デニールであるワイ
プ供給用品。
【請求項４３】
　請求項３９記載のワイプ供給用品において、前記合繊糸は、風合加工されたものである
ワイプ供給用品。
【請求項４４】
　請求項４３記載のワイプ供給用品において、前記合繊糸は、空気風合加工（ａｉｒ－ｔ
ｅｘｔｕｒｉｚｅｄ）されたものであるワイプ供給用品。
【請求項４５】
　請求項４４記載のワイプ供給用品において、前記合繊糸は、絡み合わされずに空気風合
加工（ａｉｒ－ｔｅｘｔｕｒｉｚｅｄ）されたものであるワイプ供給用品。
【請求項４６】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記基材は、約４０ｇ／ｍ２～約３００ｇ
／ｍ２の間であるワイプ供給用品。
【請求項４７】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記基材は、丸編みによって形成されるも
のであるワイプ供給用品。
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【請求項４８】
　請求項４７記載のワイプ供給用品において、前記丸編みによって形成される前記基材は
、包装前に細長く切断されるものであるワイプ供給用品。
【請求項４９】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記エチレン無水マレイン酸（ＥＭＡ）仕
上げは前記基材の表面に適用されるものであるワイプ供給用品。
【請求項５０】
　請求項４９記載のワイプ供給用品において、前記基材の表面に適用される仕上げは、浸
漬および詰め込みによって適用されるものであるワイプ供給用品。
【請求項５１】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記エチレン無水マレイン酸（ＥＭＡ）仕
上げは、前記基材の重量に対して固体状態で０．１重量％～０．５重量％の間の重量を有
するワイプ供給用品。
【請求項５２】
　請求項２８記載のワイプ供給用品において、前記エチレン無水マレイン酸（ＥＭＡ）仕
上げは共重合体であるワイプ供給用品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はクリーンルームワイプ(拭き取り用繊維)を供給する製品に関し、より具体的に
は、未処理ワイプより改善された強度および微粒子捕獲を提供するように処理が施された
クリーンルームワイプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　表面を清浄にするワイプは、微粒子汚染を最小限にすることが望ましいときはいつでも
有用である。ワイプは、多くの異なるの清浄用途（例えばクリーンルーム、自動車の塗装
室、およびその他の制御環境）において使用される。
【０００３】
　異なる用途において、これらタイプのワイプが達すべき異なる基準が要求される。例え
ば、クリーンルームで使用されるワイプは、厳格な達成基準を満たさなければならない。
これらの基準は流体溶解および汚染と関連し、最大許容微粒子、不特定の抽出可能分、お
よびイオン性汚染物質を含む。特定の汚染物質放出に関する基準は特に厳格で、これらの
基準を満たすために様々な方法が工夫されてきた。
【０００４】
　ワイプは、ニット編布、織布、不織布から作られている。織物は、（典型的な９インチ
×９インチの正方形の）ワイプに切断される。前記ワイプは、織物に存在する汚染物質を
減らすため、特定の界面活性剤および高度にフィルター処理された精製水を使用してクリ
ーンルームランドリーで洗浄される。洗浄後、前記ワイプは乾燥してまたは適切な溶剤を
予め染み込ませてから包装される。
【０００５】
　ワイプの物理的性質は、一般にそのワイプが作られている基材によって決まり、その織
物は多くの場合縁部に沿って密閉されているか、或いはさらに機械的な方法で高められて
いる。
　このように、未処理のワイプを超えて改善された強度および微粒子補足を提供するよう
に処理され、それと同時にこの様な使用に適する新規の改良されたクリーンルームワイプ
が必要とされている。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
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【０００６】
【特許文献１】米国特許第３，９５１，９２６号明細書
【特許文献２】米国特許第４，０２５，４８２号明細書
【特許文献３】米国特許第４，６２４，８９０号明細書
【特許文献４】米国特許第４，６７３，５２３号明細書
【特許文献５】米国特許第４，７８４，７８６号明細書
【特許文献６】米国特許第５，０９４，７７０号明細書
【特許文献７】米国特許第５，２２９，１８１号明細書
【特許文献８】米国特許第５，２７１，９９５号明細書
【特許文献９】米国特許第５，８９５，５０４号明細書
【特許文献１０】米国特許第５，９９６，７９７号明細書
【特許文献１１】米国特許第６，１８９，１８９号明細書
【特許文献１２】米国特許第６，５１３，１８４号明細書
【特許文献１３】米国特許第６，７４０，６０８号明細書
【特許文献１４】米国特許第７，０４８，８０６号明細書
【特許文献１５】米国特許第７，４３２，２３４号明細書
【特許文献１６】米国特許出願公開第２００２／００５００１６号明細書
【特許文献１７】米国特許出願公開第２００２／０１０２３８２号明細書
【特許文献１８】米国特許出願公開第２００２／０１８３２３３号明細書
【特許文献１９】米国特許出願公開第２００５／０２６６７５２号明細書
【特許文献２０】米国特許出願公開第２００６／００２５５２７号明細書
【特許文献２１】米国特許出願公開第２００６／００５１２６６号明細書
【特許文献２２】米国特許出願公開第２００６／００９４３２０号明細書
【特許文献２３】米国特許出願公開第２００７／０１５５６４５号明細書
【特許文献２４】米国特許出願公開第２００７／０２９９３８３号明細書
【特許文献２５】米国特許出願公開第２００８／００５７８０８号明細書
【特許文献２６】米国特許出願公開第２００９／０００００４０号明細書
【特許文献２７】米国特許出願公開第２００４／００６５０７２号明細書
【特許文献２８】独国特許出願公開第１９９５２７８７号明細書
【特許文献２９】欧州特許出願公開第０９３６２２６号明細書
【特許文献３０】特開平０８―２０８８９９号公報
【特許文献３１】特開平１１―３１５１１４号公報
【特許文献３２】国際公開第０１／８０７０６号
【特許文献３３】国際公開第２００６／０１５２０１号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、クリーンルームワイプを供給する製品を対象としている。クリーンルームワ
イプを供給する製品は、密閉されたパッケージと、前記密閉されたパッケージ内の複数の
ワイプとを含む。前記パッケージ内のワイプは、基材と、前記基材に適用される無水物仕
上げ物質とを含む。前記処理されたワイプは、標準トラップ引裂き法（ｔｒａｐ　ｔｅａ
ｒ　ｍｅｔｈｏｄ）ＡＳＴＭ　Ｄ５５８７：１９９６を使用して試験を行った場合、処理
による強度寄与（Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｆｒｏｍ　Ｔｒｅａｔ
ｍｅｎｔ）（ポンド）が約１０％を超え、且つ、カーボンブラック捕獲率（Ｐｅｒｃｅｎ
ｔ　Ｃａｒｂｏｎ　Ｂｌａｃｋ　Ｐｉｃｋ－Ｕｐ）における平均的改善率が、未処理ワイ
プと比較すると約１０％を超えるものである。更に、使用中に前記ワイプから生地が失わ
れるのを防ぐため、各ワイプの周囲に沿って密閉縁部が設けられている。
【０００８】
　好ましくは、前記基材は合繊糸から形成される。前記合繊糸は、約３０デニール～約２
００デニールの間のポリエステルである。好ましくは、前記合繊糸は、約７０デニールで
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ある。更に、前記合繊糸は、織地化される（例えば、空気織地化（ａｉｒ－ｔｅｘｔｕｒ
ｉｚｅｄ）され、且つ絡み合わせないで空気織地化される）。好ましくは、前記基材は、
約４０ｇ／ｍ２～約３００ｇ／ｍ２の間である。前記基材は、丸編みにより形成されて、
包装前に細長く切断される。
【０００９】
　好ましくは、前記無水物仕上げ物質は、浸漬および詰め込み（ｐａｄｄｉｎｇ）によっ
て表面に適用される。好ましくは、前記無水物仕上げ物質は、織物の重量に対して約０．
０２重量％～２重量％の間の固体含有量を有し、最も好ましくは織物の重量に対して約０
．１重量％～０．５重量％の間の固体含有量を有する。好ましくは、前記無水物仕上げ物
質は共重合体であり、好ましくはエチレン無水マレイン酸（ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｍａｌｅ
ｉｃ　ａｎｈｙｄｒｉｄｅ：ＥＭＡ）である。
【００１０】
　前記ワイプはさらに、飽和剤を含む。前記飽和剤は、アルコール類、水、ケトン、次亜
塩素酸塩、過酸化物、抗生物剤（ｂｉｏｓｔａｔｓ）、殺生物剤、潤滑剤、界面活性剤、
およびそれらの混合物から選択される。場合によっては、前記クリーンルーム用ワイプは
包装する前に洗浄される。前記ワイプはまた、包装後、実質的に無菌になるまで殺菌され
、且つ放射線が照射されてもよい。
【００１１】
　前記ワイプはさらに、使用前に取り外せるようになっている、前記密閉されたパッケー
ジを取り囲む外袋を含む。前記密閉パッケージは再封可能である。前記密閉されたパッケ
ージは耐溶剤性である。更に、前記密閉されたパッケージは、環境と前記複数のワイプの
間に無菌バリアを形成する。前記密閉されたパッケージを形成する材料は、ラミネート、
フィルム、金属化フィルム、およびそれらの混合物から成る群から選択される。
【００１２】
　従って、本発明の１観点は、クリーンルーム用ワイプを供給する製品を提供することで
あって、この製品は（ａ）密閉されたパッケージと、（ｂ）前記密閉されたパッケージ内
の複数のワイプとを含み、前記複数のワイプは、標準トラップ引裂き法ＡＳＴＭ　Ｄ５５
８７：１９９６を使用して試験を行った場合、処理による強度寄与（Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　
Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｆｒｏｍ　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ）（ポンド）が約１０％を超
え、且つ、カーボンブラック捕獲率（Ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｃａｒｂｏｎ　Ｂｌａｃｋ　Ｐｉ
ｃｋ－Ｕｐ）の平均的改善率が、未処理ワイプと比較すると約１０％を超えるものである
。
【００１３】
　本発明の別の観点は、粒子を捕獲する仕上げ物質を有する織物製品を提供することであ
って、この製品は（ａ）基材と、（ｂ）前記基材に適用された無水物仕上げ物質とを含む
。
【００１４】
　本発明の更に別の観点は、クリーンルーム用ワイプを供給する製品を提供することであ
り、このクリーンルーム用ワイプを供給する製品は、（ａ）密閉されたパッケージと、（
ｂ）前記密閉されたパッケージ内の複数のワイプとを含み、前記ワイプは（ｉ）基材と、
（ii）前記基材に適用された無水物仕上げ物質とを含み、前記複数のワイプは、標準トラ
ップ引裂き法ＡＳＴＭ　Ｄ５５８７：１９９６を使用して試験を行った場合、処理による
強度寄与（Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｆｒｏｍ　Ｔｒｅａｔｍｅｎ
ｔ）（ポンド）が約１０％を超え、且つ、カーボンブラック捕獲率（Ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｃ
ａｒｂｏｎ　Ｂｌａｃｋ　Ｐｉｃｋ－Ｕｐ）の平均的改善率が、未処理ワイプと比較する
と約１０％を超えるものである前記複数のワイプと、（ｃ）使用中に前記ワイプから生地
が失われるのを防ぐため、各ワイプの周囲に沿って設けられた密閉縁部とを含む。
【００１５】
　本発明のこれらおよび他の観点は当業者にとって、図面を検討しながら好ましい実施形
態の以下の説明を読んだ後に明らかになるであろう。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明に従って構成されたワイプの上面図である。
【図２】図２は、パッケージを含むワイプを供給する製品の上面図である。
【図３】図３は、外袋の内部にあるワイプを供給する製品の上面図である。
【図４】図４は、棒グラフを使用して本発明の幾つかの実施形態の強度と、幾つかの市販
製品の強度との比較を図示する。
【図５】図５は、ＸＹ散布図を使用して織物基材の強度におけるＥＭＡの効果を図示する
。
【図６】図６は、棒グラフを使用して本発明の幾つかの実施形態のカーボン収集率と幾つ
かの市販製品のカーボン収集率との比較を図示する。
【図７】図７は、ＸＹ散布図を使用して炭素収集におけるＥＭＡの効果を図示する。
【図８】図８は、ＸＹ散布図および２つのＹ軸を使用して織物基材およびカーボン収集強
度におけるＥＭＡの効果を図示する。
【図９】図９は、棒グラフを使用して本発明の幾つかの実施形態の粒子捕獲と幾つかの市
販製品の粒子捕獲との比較を図示する。
【図１０】図１０は、棒グラフを使用して本発明の幾つかの実施形態の粒子保持と幾つか
の市販製品の粒子保持との比較を図示する。
【図１１】図１１は、実験結果を編集したものである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下の説明において、同様の参照文字が幾つかの図面にわたって同様のまたは対応する
部分に指定されている。また、以下の説明において、例えば「前方」、「後方」、「左」
、「右」、「上方」、「下方」などの用語および同類のものは、便宜上の用語であり、限
定する用語として解釈されるものではないことは理解されるべきである。
【００１８】
　以下図面を参照、特に図１を参照するが、本図面は本発明の好ましい実施形態を説明す
ることを目的とするものであり、これらが本発明を限定することを意図するものではない
ことは理解されるであろう。図１で最も良く示すとおり、本発明に従って構成される、織
物製品から形成されるワイプが概して１０として示されている。前記織物製品１０は、織
物基材１２と密閉された縁部１８とを含む。本明細書で使用される「織物製品」は、特に
単一または複数使用のいずれかを目的とするワイプおよび清掃用布巾（例えばクリーンル
ーム用ワイプ）を含む。
【００１９】
　織物基材１２は、合繊糸から、好ましくはポリエステルとともに形成される。前記合繊
糸の好ましいデニールは、約３０～約２００デニールの間であり、最も好ましいのは約７
０デニールである。前記合繊糸は織地化され、好ましくは空気織地化され、最も好ましく
は絡み合わされないで空気織地化されることである。好ましくは、基材１２は約４０グラ
ム／平方メートル（ｇ／ｍ２）～約３００ｇ／ｍ２の間である。基材１２は丸編みで形成
され、好ましくは包装前に細長く切断される。
【００２０】
　各織物製品の周囲は、使用中に生地を失うのを防ぐため、密閉縁部１８を含むことが好
ましい。特に、ほつれた端部または脱落端部は、基材１２からの織り糸の粒子によって領
域を汚染するため望ましくない。縁部１８は、高温ナイフ、熱線、高温エアジェット、超
音波、またはレーザーによって密閉することができ、最も好ましくは超音波またはレーザ
ーで密閉することである。
【００２１】
　織物製品１０は仕上げ物質を含む。好ましくは、この仕上げ物質は、ＩＥＳＴ－ＲＰＣ
－００４．３　セクション７．１．１に従って、約華氏１８０度（その沸点）より高い温
度で約５分間イソプロピルアルコール中において、実質的に不溶性である。好ましくは、
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この仕上げ物質は無水物であり、より好ましくは共重合体であり、最も好ましくはエチレ
ン無水マレイン酸（ＥＭＡ）である。この仕上げ物質は、好ましくは織物基材の重量に対
して約０．０２重量パーセント（重量％）～約２重量％の間の固体含有量で基材１２に適
用され、より好ましくは約０．１重量％～０．５重量％の間で、最も好ましくは約０．２
％で適用される。好ましくは、この無水物仕上げ物質は表面に適用され、最も好ましくは
浸漬および詰め込みによって適用される。
【００２２】
　織物製品１０はまた、好ましくは例えばアルコール、水、ケトン、次亜塩素酸塩、過酸
化物、抗生物剤（ｂｉｏｓｔａｔ）、殺生物剤、潤滑剤、界面活性剤、およびそれらの混
合物などの飽和剤を含む。
【００２３】
　図２を参照すると、複数の織物製品１０は密閉されたパッケージ２２内に包装され、供
給製品２０が作製される。密閉されたパッケージ２２を有することは、供給製品２０が飽
和剤を含む場合、特に重要である。前記供給製品２０の織物製品１０は、好ましくは洗浄
され殺菌されたクリーンルーム用のものであり、最も好ましくは包装する前に放射線が照
射されたクリーンルーム用のものである。パッケージ２２は、周囲環境と織物製品１０と
の間に無菌バリアを形成し、本技術分野で知られている例えばポーチ、バック、小さな缶
、ボックス、またはスリーブなどの様々な異なるタイプの容器であることが可能であり、
好ましい容器のタイプは織物製品１０の数量に従って変化する。
【００２４】
　パッケージ２２が取り出し容器（ディスペンサー）として機能することを目的としてる
場合、例えばフラップ（ｆｌａｐ）２４のような再封可能な開閉機構で取り出し開口部２
５を覆うことが望ましく、この再封可能な開閉機構は、接着材、スナップ、圧縮ジッパー
、スライダージッパー、および同類のものを含むことができる。パッケージ２２は、好ま
しくは耐溶剤性であり、例えばラミネート、フィルム、金属化フィルム、および少なくと
も１つを含む混合物の材料を含む。
【００２５】
　図３を参照して、供給製品２０はさらに、使用する前に取り外せるようになっている外
袋３０を含む。この外袋３０は、パッケージ２２による環境の汚染を防ぐ手段として用い
られる。
【００２６】
　特に、使用者は（もしあれば）外袋３０を開封して供給製品２０を取り出し、それを便
利な場所、例えばクリーンルーム・ワークステーションに置く。表面を整えるため、使用
者はフラップ２４を手前へ引いて開口部２５を露わにし、手を開口部２５を通して伸ばし
て織物製品１０を掴み、開口部２５から織物製品１０を取り出す。次に、開口部２５をフ
ラップ２４で再封して、表面を拭くため織物製品１０の使用が可能となる。
【００２７】
　本発明は構造的に新規なだけでなく、市販のクリーンルーム用ワイプを超えて実質的で
予期しなかったような改良を提供する。特に本発明は未処理ワイプより強度が高く且つ微
粒子捕獲を増大させている。更に、前記粒子捕獲および粒子保持プロファイル、ならびに
粒子生成プロファイルは、競合他社のワイプと比べても遜色がない。
【００２８】
　全てのサンプルにおいて全ての実験が実行されたわけではないことに注意すべきである
。従って、幾つかの表には非連続的なサンプル番号（例えば「サンプル２」、「サンプル
３」、「サンプル５」など）が表れている。これは、データが選択的に削除されたことを
意味すると解釈されるべきではない。寧ろ、全てのサンプルにおいて全ての実験を行うの
は確定的ではなくおよび／または負担である。サンプルが試験される場合には、データは
個々に報告されるか、または他の同一のサンプルの平均として報告されている。
【００２９】
　しかしながら、所与のサンプル（すなわち、製品名、製造業者、化学処理）の特徴は、
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実際の物理的サンプルには明らかに同じではないが、様々な実験の間では同じサンプル番
号によって一貫して言及している。明細書で使用される「Ｎ／Ｔ」は「試験せず」という
意味であり、「Ｎ／Ｃ」は「計算不可」（例えば、ゼロは除算できないため）という意味
であり、「不明」化学処理は、前記ワイプは処理をしているものとして市販されているが
、本出願人には前記処理の識別ができないことを示し、「ＶＳＬＰ」はマサチューセッツ
州Ｇｒｅａｔ　ＢａｒｒｉｎｇｔｏｎのＢｅｒｋｓｈｉｒｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎか
ら入手可能なＶａｌｕＳｅａｌ　ＬＰ製品であり、「ＭＳＶＰ」はＭｉｃｒｏＳｅａｌ　
ＶＰ製品である。最後に、幾つかのグラフは、予期されるものの中の最良推定値い基づい
た予言的な実験例を含む。実験結果を編集したものが図１１に記載されている。
【００３０】
　本発明の強度を市販のものと比較して試験するため、標準トラップ引裂き法（ｓｔａｎ
ｄａｒｄ　ｔｒａｐ　ｔｅａｒ　ｍｅｔｈｏｄ）ＡＳＴＭ　Ｄ　５５８７：１９９６を使
用してクリーンルーム用ワイプの試験を行なった。当該試験はトラべゾイド引裂き法であ
り、定速伸長試験機（インストロン社）を使用して、試験中に得られた５つの最も高いピ
ークの平均に基づいて編物（ニット）の引裂強度を決定する。
【００３１】
　この試験では、サンプル毎に合計で４回繰返し試験が行われ、織物の横目方向のデータ
が収集された。縦目方向のデータは、過度な伸長の後の織物のくびれおよびスナッピング
のため先に実行された縦目方向の実験で再現不可能なデータが生じたため、収集されなか
った。未処理ワイプ、ＥＭＡを有するワイプ、不明な化学的同一性の粒子引力処理（ｐａ
ｒｔｉｃｌｅ　ａｔｔｒａｃｔｉｏｎ　ｔｒｅａｔｍｅｎｔ：ＰＡＴ）を有するワイプと
の間で比較が行われた。
【００３２】
　未処理ポリエステルニットワイプのサンプル（ＶＳＬＰおよびＭＳＶＰ）は、ジェット
により磨き洗浄され（ｊｅｔ　ｓｃｏｕｒｅｄ）、熱処理されて、超音波によって９イン
チ×９インチのワイプに切断され、さらに、ＩＳＯ　クラス４のクリーンルームランドリ
ーで洗浄された。非イオン界面活性剤が、洗浄を助長し且つ仕上げ処理が施されたワイプ
の吸収性を高めるため洗浄中に追加された。織物の重量に対して０．１６重量％または０
．２０重量％であることを除いて、処理されたワイプは同じ方法、つまり、ＥＭＡが前記
熱処理工程の前に、詰め込みによって幾つかのサンプルに適用されることにより作製され
た。ＥＭＡはインディアナ州インディアナポリスのＶｅｒｔｅｌｌｕｓ　Ｈｅａｌｔｈ　
&　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ＬＬＣからＺｅＭａｃ（登録商標）Ｅ４０
０という商標名で入手できる。これらのサンプルは、ＰＡＴが施されたおよび施されてい
ない状態の市販のワイプと比較され試験が行われた。
【００３３】
【表１】

【００３４】
　表１および図４に示すように、約０．２％ＥＭＡで処理されたワイプは同一の未処理ワ
イプよりかなり強度が高い。特に、０．２％ＥＭＡのＶＳＬＰは、ＥＭＡの無いＶＳＬＰ
より１１．５％強度が高く、０．２％ＥＭＡのＭＳＶＰは未処理ＭＳＶＰより２１．９％
強度が高い。この強化特性は、「処理による強度寄与」の結果が示しているように真であ
り続ける。
【００３５】
　非常に低いレベルのＥＭＡによりＭＳＶＰに著しい強度が生じるのは、ＥＭＡの織物ニ
ット構造に対する効果にある程度起因すると考えられる。ＥＭＡのこの強度を改良する能
力は特に重要であり、市販ワイプのＰＡＴの効果と比較した場合、予期しないことである
。特に、未処理のＡｎｔｉｃｏｎ　Ｈｅａｖｙ　Ｗｅｉｇｈｔは、ＰＡＴ処理されたもの



(11) JP 5788387 B2 2015.9.30

10

20

30

40

50

と同程度の強度を有する。従って、ＰＡＴとは対照的に、ＰＡＴの強度の改善が示されな
い一方で、ＥＭＡは強度を高める。ＥＭＡにより表面の潤滑性が向上され織り糸の滑りが
高まり、これにより織り糸の束（バンチング）が形成されて、引裂き強度が高まるという
仮説が立てられる。ＥＭＡと強度の関係は図５に表されている。
【００３６】
　本発明の別の利益は、カーボンブラック捕獲率が優れたワイプを生産することである。
再び、未処理のポリエステルニットワイプのサンプル（ＶＳＬＰおよびＭＳＶＰ）は、ジ
ェットにより磨き洗浄され、熱処理されて、超音波によって９インチ×９インチのワイプ
に切断され、されに、ＩＳＯ　クラス４のクリーンルームランドリーで洗浄された。非イ
オン界面活性剤が、洗浄を助長し且つ前記仕上げワイプの吸収性を高めるため洗浄中に追
加された。織物の重量に対して０．１６重量％または０．２０重量％であることを除いて
、処理されたワイプは同じ方法、つまり、ＥＭＡが前記熱処理工程の前に、詰め込みによ
って幾つかのサンプルに適用されることにより作製された。これらのサンプルは、ＰＡＴ
が施された、または施されていない状態の市販のワイプと比較され試験が行われた。
【００３７】
　前記試験では、重量が４０ｍｇ±１．０ｍｇのカーボンブラック粒子をビーカーの中に
４００ｍｌの水とともに置いた。９インチ×９インチのサンプルワイプを前記ビーカーに
追加した後、磁気撹拌子で３０秒間攪拌して、その後取り出した。ワイプから余分な水を
手作業で絞り出してから前記ビーカーに戻した。前記ビーカー内の水は、１．０ミクロン
細孔径ガラスファイバーフィルターを通って濾過された（事前に水の重量を量った）。前
記フィルターを乾かしてから重量を量り、前記ワイプに曝したあと前記ビーカーに残って
いるカーボンブラックの量を計算した。
【００３８】
　前記ワイプによるカーボンブラック捕獲率は下記の式を使用して計算された。
【００３９】
【数１】
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【００４０】
　以下の表２は実験結果を表している。
【００４１】
【表２】

【００４２】
　表２および図６に示すように、カーボンブラック捕獲率は、０．２％のＥＭＡを含有す
るＭＳＶＰが試験が行われた他の全てのサンプルと比べて最も優れている。図７に表すよ
うに、前記カーボン収集は、ＥＭＡの濃度の働きであるように見える。表１および２から
のデータを図８に重ね合わせると、カーボンの捕獲率および強度はＥＭＡ濃度と関連があ
ることが分かる。
【００４３】
　カーボンブラック捕獲率および強度の改善に加えて、ＥＭＡ処理された織物製品の粒子
捕獲および粒子保持プロファイルも良好である。これらの実験において、ＥＭＡを含有す
るまたは含有しないＶＳＬＰおよびＭＳＶＰサンプルは、前記カーボンブラック捕獲試験
で準備されたものと同様の準備が為された。使用された試験工程は、ＩＥＳＴ－ＲＰ－Ｃ
Ｃ－００４．３　セクション６．１．３に基づき、粒子数は、Ｈｉａｃ　Ｒｏｙｃｏ　８
０００Ａレーザパーティクルカウンタを使用して、サイズ（≧０．５μｍ、≧１μｍ、≧
２μｍ、≧５μｍ、≧１５μｍ、および≧２５μｍ）による粒子の累積数が測られ記録さ
れた。
【００４４】
　特に、３０００ｍｌの濾過され脱イオン化された水に０．１００ｇのカーボンブラック
を含有する懸濁液（Ｍ－１３００、Ｃａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、米国）を震蕩
させた後３０分間放置した。上澄みの約４００ｍｌを静かに移し、原液として使用した。
前記原液を超音波洗浄器に１０分間置いた後、前記原液の７５０μｌを濾過され脱イオン
化された水に加えて７５５ｍｌの粒子懸濁液を作製した。前記懸濁液をＷ．Ｓ．Ｔｙｌｅ
ｒ　ＲＸ－８６の２軸攪拌器で５分間震蕩させた後、前記懸濁液の１９０ｍｌを使用して
粒子濃度を測定した。乾いたワイプの重量を量り、その後にジャー内の残りの５６５ｍｌ
の粒子懸濁液に加えた。前記懸濁液およびワイプを２軸撹拌器で５分間震蕩させた。前記
ワイプを前記ジャーから取り出し、その粒子濃度を測定した。次に、前記ワイプを５６５
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ｍｌの濾過された脱イオン化された水を含むジャーに加えて、２軸攪拌器で５分間震蕩さ
せた後、前記ワイプを取り出した。前記濡れたワイプの重量および寸法を測って記録し、
前記ジャー内の粒子濃度を測定した。
【００４５】
　粒子捕獲は、ワイプとともに攪拌した後の水溶液内の粒子の純減として定義される。粒
子捕獲の数が負数の場合には、取り除かれるよりより多くの粒子が入れられたことを意味
するため、粒子捕獲はゼロと定義された。
【００４６】
　
　粒子捕獲（数）＝懸濁液中の最初の粒子－ワイプに曝された後残った粒子
　
　粒子捕獲（％）＝（粒子捕獲（数））／懸濁液中の最初の粒子）×１００％
　
　粒子保持は、清浄水中での攪拌の後汚れたワイプによって保持されている捕獲粒子の数
として定義される。保持されている粒子の数が負数の場合には、粒子保持はゼロとして定
義された。
【００４７】
　粒子保持（数）＝粒子捕獲（数）－放出された粒子
　
　粒子保持（％）＝（粒子保持（数）／粒子捕獲（数））×１００％
　
　粒子捕獲データおよび粒子保持データは、表３ならびに図９および１０で明らかにして
いる。
【００４８】
【表３】

【００４９】
　表３ならびに図９および１０から見て取れるように、ＥＭＡは、他の仕上げ物質とほぼ
同等の粒子を捕獲および保持する能力を与えている。さらに、両方の２軸攪拌器（ＩＥＳ
Ｔ　ＲＰ　ＣＣ００４．３　セクション６．１．３およびＨｅｌｍｋｅ　Ｄｒｕｍ－ＩＥ
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イプのサンプルサイズで微粒子生成を量るために修正された粒子生成は、ＥＭＡによって
有意に影響されているようには見えない。これについては下記の表４に示す。
【００５０】
【表４】

【００５１】
　最後に、本発明による様々な予期しない改良をさらに示すため、前記実験および試験結
果を編集したものを図１１に示す。
【００５２】
　前述の説明を一読した上で、当業者であれば特定の変更および改良を思い付くであろう
。例として、前記共重合体は、実際の官能基自体を維持したままで、ポリプロピレン、ビ
ニル、アクリルのような代替可能なものに変更することも可能である。前記無水物の種類
は、無水酢酸、リンゴ酸、およびマレイン酸のような代替可能なものに変更することも可
能である。また、前記ニット構造の全部または一部分にマイクロデニール（ｍｉｃｒｏｄ
ｅｎｉｅｒ）織り糸を使用する、または前記ニット構造の一部分にモノフィラメント織り
糸を使用することで、例えば表面積の増大および表面からの粒子除去（スクラビング能力
）の改善などの更なる改良を生む。様々な断面（円形、三葉形、パイ形、ドッグボーン（
ｄｏｇ　ｂｏｎｅ）形、リボン形、星形など）の繊維の織り糸を使用する、および前記ニ
ット構造の全部にまたは一部分に導電性のある織り糸を使用することも、特定の用途には
望ましい場合もある。これは、前記基材内に自然および合成の繊維または織り糸の混合物
を含む。更に、例えば帯電防止剤、抗菌剤、防汚剤などの他の化学処理がＥＭＡと共に、
本発明のワイプに適用され得る。また、洗浄中に例えば陰イオン性、両性、または陽イオ
ン性などの非イオン以外の界面活性剤を使用すること、および界面活性剤を使用しないで
洗浄することは、幾つかの用途には望ましいかもしれない。最後に、本発明はまた、カー
ボンブラックに加えて微粒子物質にも親和力を提供することが予期される。適用できる粒
子は、酸化アルミニウム、酸化マンガン、二酸化チタン、酸化亜鉛、アルミニウム、銅、
酸化銅、黒鉛、黒鉛、鉄、酸化鉄、亜鉛、シリコン、二酸化ケイ素などを含む。このよう
な変更および改良の全ては本明細書では簡潔さおよび読み易さのために取り除かれている
が、適切に以下の特許請求の範囲の範囲内のものであることは理解されるべきである。
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